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平成２６年度 

中堅・中小企業の新入社員意識調査 結果概要 

 

【調査対象】 東京商工会議所が開催した新入社員研修を受講した中堅・中小

企業の新入社員８７８名 

【調査期間】 平成２６年３月３１日～４月１０日 

【有効回答】 計８７２名（男性５７１名、女性３０１名） 

【回 答 率】 ９９．３％ 
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企業業種別受講者分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

就職歴別受講者分布 

 

 

 

 

 

 

 

企業規模（資本金）別受講者分布 
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１．就職活動は順調だったか 

⇒４年連続で改善。 

○顕著な悪化がみられた平成２２年度を底に、「順調だった」「ほぼ順調だった」

の合計は増加し続けており、今年度はほぼ半数の新入社員が概ね順調に就職活

動ができたと回答（32.4％→47.3％）。「厳しかった」（35.4％→16.5％）も年５％

程度ずつ減少しており、就職環境の改善傾向が続いていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．就職活動で苦労したことは何ですか（３つ選んで下さい） 

 ⇒３年連続で自己分析に苦労がトップ。企業の厳選採用の姿勢も垣間見える。 

○「自分のやりたいことがわからず悩んだ」新入社員が３年連続で最も多く

（58.7％→55.7％）、引き続き自身の特性・適性と業務のマッチングに苦心する

傾向にある。「採用枠が少なく競争が激しかった」（41.4％→43.9％）、「学歴の

壁を感じた」（25.0％→26.5％）がわずかながら増えており、企業の厳選採用の

姿勢がうかがえる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.8% 11.8% 

順調だった 

25.2% 

厳しかった 

15.2% 

14.7% 35.4% 

31.3% 15.8% 

21.1% 15.1% 
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３．入社した会社を選んだ理由は（３つ選んで下さい） 

 ⇒「仕事の内容がおもしろそう」「自分の能力・個性が活かせる」「職場の雰

囲気が良かった」の上位３回答に変動なし。「安定性」「待遇」が続く。 

○「仕事の内容がおもしろそう」（52.2％→53.9％）、「自分の能力・個性が活か

せる」（47.6％→44.5％）、「職場の雰囲気が良かった」（41.0％→46.7％）、の上

位３回答に変動はなく、自分にあった職場環境で能力を発揮したいと考える傾

向が定着している。平成２４年度から続いて「職場の雰囲気が良かった」との

回答には男女間に顕著な差がみられており（男性：41.1%、女性：57.5%）。相談

や協力が気軽にできる職場環境を訴求することが、女性の新入社員を迎え入れ

るうえで重要なポイントになると考えられる。 

また「待遇（給与・福利厚生等）がよい」についても、引き続き増加基調（18.2％

→21.1%）にある。一方で「経営者に魅力を感じた」回答者は減少傾向（19.6％

→18.1%）にあり、新入社員のリアリストとしての一面が見て取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．入社した会社をどのようにして知りましたか 

 ⇒学歴により大きな相違。高卒は「学校就職部」で変化なく、大卒は文系・

理系を問わず「求人情報サイト」の増加続く。 

○回答者全体では昨年に続き回答数トップだった「求人情報サイト」（29.2％→

32.3％）が、２年連続で回答数首位となった。学歴別にみると、高卒者の回答

に目立った変化はないが、大学（文系）卒では「求人情報サイト」の比率がさ

らに高まる（35.6％→43.2％）一方、「知人の紹介」が漸減（13.8％→8.2％）。

縁故採用から公募採用へと企業が舵を切り始めている様子もうかがえる。大学

（理系）卒でも「求人情報サイト」がトップ（38.7％→40.7％）だが、「学校就

職部」経由の入社が大きく減った（24.7％→18.1％）のが本年度の大きな特徴

と言える。 
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５．就職活動の期間と内定数 

 ⇒倫理憲章改定の影響が続き、大学（理・文系）卒で大学３年時１月～３月

期の就職活動開始者が目に見えて増加。大学４年時５月以前の入社（内定）決

定も増加し、就職活動の短期化に拍車。 

○企業の採用広報活動を２０１１年１２月１日以降に開始することとした学校

と経済界の協定改訂により、２０１３年度入社の新入社員は大きな影響を受け

た。２０１４年度入社も前年度と同様の結果になるかと思われたが、２０１４

年度入社の大卒（理系）者は就職活動の開始時期について、「（大学３年の）９

月以前」と早目にスタートを切った割合が倍増（6.2％→12.4％）しており、協

定改定初年度とは異なる動きを見せている。しかし、顕著な増加を見せている

のは開始時期「１月～３月」であり、改定２年目を迎えた協定が引き続き大き

な影響を与えているものと推察できる。 

内定時期については、「５月末まで」が増加基調にある（理系：22.7%→25.4%、

文系：19.8%→24.6%）。企業の採用意欲の回復に伴い、早めの内定で優秀な学生

の囲い込みを図ることが、就職活動の短期化に拍車をかけていると考えられる。 
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Ｑ．就職活動はいつから始めましたか。 
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Ｑ．いつ頃、入社（内定）が決まりましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．今の会社でいつまで働きたいか 

 ⇒「特に考えていない」と「定年まで」で 70％超に変動なし。 

○「定年まで」（39.1%→35.1％）の回答数が例年と同じレベルに落ち着くと同

時に、「特に考えていない」（33.3％→35.0％）は増加したものの、上位２回答

で 70％を占める結果は平成２３年度から変わらない。学歴別でみると、「チャン

スがあれば転職」は高卒（4.1％）で顕著に少なく、専門学校（19.6％）、大学

（理系）卒（14.7％）に多い。 
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７．仕事をしていく上での不安（３つ選んで下さい） 

⇒自己の能力、ビジネスマナーに対する不安視する傾向に変化なし 

○多くの新入社員が「仕事に対する自分の能力」（76.9％→77.5％）、「社会人と

しての一般マナー」（48.6％→46.6％）に不安を感じている状況だが、昨年度と

比べて特に大きな差異は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．利用しているＳＮＳ（複数選択） 

⇒80％以上がＬＩＮＥを使用しており、他のＳＮＳを圧倒。女性はほぼ全員が

何らかのＳＮＳを活用している。 

○ＬＩＮＥ（本年より選択肢として追加）の利用者は 85.4％となり、新入社員

世代では圧倒的なシェアを獲得。ＳＮＳを「利用していない」（22.7％→8.5％）

層をＬＩＮＥが取り込んだものと考えられる。ミクシィの退潮傾向には歯止め

がかからず（30.3％→17.8％）、Ｆａｃｅｂｏｏｋも微減（54.8％→50.7％）。

ツイッターは横ばいとなった（55.7％→55.5％）。特に、ＳＮＳを「利用してい

ない」女性はわずか 3.3％（男性：11.2％）であり、何らかのＳＮＳを活用して、

交友関係を維持・拡大しようとする傾向が強まっているものとみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


